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会」の初期 編輯者である遠藤千胤の旧蔵資料を調査された兼清正徳氏によって一部報告されてはいるも の（ 『桂園派歌壇の結成』 ） 、そ 全体像までは把握できていないと言って良い。邦光社が、研究史的にみ 注目されてきたことは次の一点、すなわち与謝野鉄幹の父礼厳こと尚綗が出席していた歌会であることと、その第三集 若き鉄幹が礼譲の名で二首の歌を詠んでいる点であろ （新間進一「明星」までの鉄幹〈国語と国文学
 
昭和三十四年六月号〉 ） 。ま













をとった二十七頁にもわたる「年譜」が記されてい が、その記述でも（父は） 「纔かに山階宮の月次歌会と年一回の邦光社歌会に出席するのみ」と回想 るのである。近代短歌史的にも、その意味で重要な歌会であった。湯浅光雄「邦光社―礼巌 鉄幹を中心として―」 （「浅間嶺」九十五号・昭和三十四年十月）では、 「礼巌法師歌集」 水原史郎主宰の雑誌「筆の花」記載記事による調査により「邦光社の存続期間 二十一年から三十二年過ぎの十余年、そ 間歌会は毎年四月建仁寺で、時には秋 柳池校で開かれ、そ
詠草は遠藤千胤編むところの年刊歌集「邦光社歌会集」と
して 員に配られた、と教へる」とする。同じく湯浅氏が「邦光社は現代短歌結社 ちがひ、別に指導的主宰者 か機関誌があったわけではなく、その年刊歌集（それも稀本）以外特別記録も残ってゐないらしい」と述べ る。氏
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彦兵衛、山本彦太郎の八名。遠藤千胤、尾崎宍夫、須川信行については兼清正徳『桂園派歌壇の結成』 『京都 桂園派歌人たち』等に研究が備わる。岡村直温は号望の舎、小出粲門人。大正元年歿。広田常善は天保八年生、歿年未詳、京都邦光社幹事。大島為足は旧尾張藩士 廃藩後、熱田神宮権禰宜を務めた 大島 編輯者を務めた第廿三集（明治











これのみぞ人の国よりつたはらで。神代をうけし敷島の道。とむかしの人のよまれけむこそ。げにいとたふとけれ。そも〳〵敷しまの道とは。もと歌のことにはあらねども。中昔よりいつとなく歌のことゝのみこゝろうるやうになりぬるもふかきゆゑ しあるこ なりけらし。さるはくひもの着もの家造り さ をはじめて よろづわが国もとよ の ながら。世くだち時うつろふまに〳〵
。やは〳〵外国ぶりまじこりて。神ながらのまゝなら
ぬが多かる中に ひとり歌の道 み。神代なが に伝はり
来ぬればなりけり。さすがに の道いにしへより。栄
ゆる時あり。また衰ふる世 ありて 浮み沈みゝ も〴〵
なりしを かけまくもかしこけれど。明らけく治まる
今の大御代を知しめす天皇。新代のことしげに大御政を聞しめすいとま。もろ〳〵の事を棄給はぬあまりに。此道をもいにしへに復 給はむとす 。 かしこき大御おもむけによりて。 やゝおこり行ありさまになむなりにける。しかはあれども。よろこびあればまたなげきある世 こ わりにて。誰 何がしの社中。かれはくれが 門人など。 た糸のより〳〵 ゝろかたより。お づからあし垣の隔てを して。かたみにあひあらそふたぐひ。なきにしもあらずなむ。あはれ立田山の夜半 こえ路をおもひて。をと 女の中を和らげ 衣のたて ほころび
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垣の隔てをなして」 、それぞれの門流に固執し、歌道振興の妨げとなっている。宇田淵は、このことを憂え、この弊害を打破すべく著名な歌人を一堂に集め、 「かたみに語らひかはして。 常にあしがきの隔てなくむつび親しまむ」 歌会を計画し、明治二十一年四月二十二日 京都で開催された。
山階宮二品晃親王、内大臣三条実美も臨席し、その場に集
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り僧侶女流に至るまで凡て四拾余人礼儀の中情意和洽貴となく賤となく襟を披きて欵語 歎を尽して罷む実に近時多くあらざるの盛会なり因 謂へらく前き 弊習 救 は此会の意 拡張し海内を以て一大歌杜と為し人の品種を問はず学の流派を論ぜず城府 徹し旗鼓を投じ共に情好を通じ互に知識を資 に如くは莫 庶幾くは斯道の振興 輔け
 
聖意万分の一に対ふるを得べしと是に於て同志相謀り新に一社を設け命けて邦光社と曰ひ先づ今





足し、檄文のごとき広告文を送り、集うた会であったと目される。傍線記述内容に従えば、明治二十一年一月に高崎正風が京都に公務で来た折 、山階一品宮をはじめとする高等官、華族、士族など四十余名が京都円山に集い歌会を催し、その盛会のなか の感興を踏まえ、歌の道において門流、流派ごとに隔てられた障壁をなくすにはこうした会のようなも を執り行う一社を設けて
実施すべきと決したのであった。高崎正風は旧薩摩藩士。同藩の八田知紀に
和歌を学び、維新後は宮内省御歌掛に勤めた。御製や皇族の歌の添削、歌会始の詠進歌の選定など、和歌に関する諸事務を管掌した部署 （ ち文学御用掛） であり、 正風は明治十九年に三条西季知 後任として御歌掛長と っていた。おそらくその場での話し合いですべてが取り纏まるべくも
なく、同志相謀り、その社名を邦光会とし、四月二十二日






を設け邦光社と命名し遠く函館より長崎迄飛檄し同志 門下 糾合せしめ四月二十 日 以て円山正阿弥楼に於
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高崎正風等と歌会を開いた場所との錯誤であろう。会の発足後、 実務担当の幹事として高崎正風、 宇田淵、 近藤芳介、赤松祐以、遠藤千胤、尾崎宍夫などの名が挙がっている。
松波は松波遊山か。渡は渡忠秋のこととすれば既に死去し




























てゝ此方には門人が何十人ある、 又此方にも社中が何十人あるというて、 各其社中のみで歌をよんで居りまして、他の派とは更は一処によまないといふ様な風で、次第次第に疎遠になりまして、終には互に敵視反目といふ様な弊害に陥つて居りました、夫を友 宇田淵が深く慨歎して、是非正風 矯正の労を取れと懇切 請れた、かうい
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ふ弊害は、一概に京都ばかりではあるまいが、兎に角其頃の京都は、其弊害が甚しかつたのである、それで私はいたく宇田に同情を表して、同じく歌の道に志すものが、
さういふ有様では歎かはしい事であるから、是れは一














如き人々は、 皆師匠も無ければ、 弟子も無いでは無いか、 之れが一番の明らかなる証拠である。 只後世 成つて、師に就いて学ばねば成らぬことゝ成つたのは、全く歌と人と
が別に成り、詞 雅俗の差別が起り、又世の学者層
が勤めて雅俗の間を離隔せしめやう、せしめやうと図つた結果である。それであるか 今日 ては 決して此
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師に付いて学ぶことを、一概に悪るいとは云はぬが、併し
ながら徒に流義争ひなどをして、斯道の本意を失ふの
は、誠 歎かはしい である。それに付いては、彼の古今集の序に、 「世の中にある人ことわざしげきものなれば、心に思ふことを見るもの聞くもの 付けていひいだせるなり」とある（高崎正風『歌ものがたり』 ）
 






















おそらくこの歌会の特色は「読師以下正服にて徐々進出で正式の披講をなし」た点にあったと言える。先にも取り上げた「邦光社歌会第四十五集」 （昭和十年六月）に当日の歌会について記した箇所で、 「此時歌の披講式なる のは宮中にのみ行はせられたるも にて未だ世に知らざれば一般
の面前に於て試み示さんと狩衣着用し読師に高崎男講師に
飛鳥井雅望伯発声に冷泉為紀伯講頌は藤枝男外数氏にて執行せられたり」とあり、印象深い出来事であったようだ美濃国関よりこの第一回邦光社大歌会 参加した西村芳海の紀































服装着用」とある。注意すべきはこうした狩衣を着した姿を「正服にて徐々進出で正式の披講をなし」あるいは「正衣を着し」と水原史郎や西村芳海が記してい 点であろう 明治六 からは、歌会始の儀でも洋装へと変化して るという（ 『宮中の和歌―明治天皇の時代―』 ） 。有名な聖徳記念絵画館の壁画「歌御会始」 （山下新太郎画）に描かれた御会始の絵は明治二十三年の歌御会始であり、 明治憲法発布後の近代日本の姿に他ならないのである。 言い換えれば、邦光社御歌会の披講は、ありし昔日 宮中の歌会の有りようを、明治二十一年第一回の大歌会 場において広く参集した人々の面前で披露した点で画期的であった。忘れてはならない は、明治十二年頃、既に東京に遷った天皇の目には京都華族たちが歌詠むことを非日常化しつつあると映り、 「当地の同族諸君が段々と時勢 変転に従ひ車駕東幸以来自然と是れまで行り来つた事を打捨てる様な傾向があつて即ち此の歌 事の如きも殆ど先づ廃絶の姿 なつた」ことを憂慮していた点 ある（ 『高崎正風演説筆記』 ） その意味では、京都 地で綿々と継承さ いた近世的和歌世界を復活継承 ようとし 点でも画期的であった。だとすれば、こうした伝統文化継承の場としての意義も邦光社は担っていたこと なる。
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す」とあったが、おそらく大歌会前後に各地の幹事たちによって議されたものと思しい。先の仮規則に比してより大会に関しての記述に割かれている点に特徴がある。師弟関係のもとでの歌会とは異なり、かつ様々な門流を横断し全国に広がる社員制度のもとではこうした整った規則が重要であり、なによりも特徴 大会のことを詳細に 定している点である。こうした規則の整備 、そのまま各地での部会、月次会 開催を容易なものとしており、事実各地で月次会を開催したり、部会が出来、独自に雑誌刊行もなされた。半世紀の歩みを振り返り、第一回歌会以後の隆盛ぶり
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を「爾来年々歳々進展を来し本社は京都に支部を大阪兵庫
鹿児島滋賀奈良愛知岐阜等に相前後して設置するの隆盛を




























































































































を為し或は消滅に至りし」と「邦光社歌会第四十五集」に記される。 「此古く貴き歴史を有する本会をして昔日の隆盛を恢復せ め愈進歩発達せ めんことを諸君と共に勉めんとする次第」と記述されるように、明治・大正・昭和を経て様々に問題も浮上してきたようである。 「邦光社歌会第四十六集」 （昭和十一年七月五日発行、編輯兼発行者山本彦太郎）の緒言には「維時昭和丙子四月十一日本会創立後第四十九年第四十六回の大歌会開筵に際し兼題歌の多かりしは方法改善 因と見るべく」との 言がある。兼題の多い と、すなわち歌を寄せる者は相応に多くとも 来会
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にわたって宮中の御歌会始の選歌に入選している 「もしかしこくも御歌所に勅して。おほやけにえらばしめ給ふ」と「邦光社歌会」第一集の近藤芳介序 あるが、芳海は、まさに御歌会にも取り上げられる誉れを体現しえた人物である。今回翻刻する「邦光社歌会記」は、その巻末に「明治二十 年四月二十九日西村芳海写」とある。記載内容が二十五日までであることを思えば、備忘としての日次記 はなく 改めて記された紀行文 類であろう。歌を詠むだけではなくその歌会 臨む思いを歌文という形で書き記し るのであり、こうした歌を交えた紀行文を記すことは、江戸から明治の歌人の特徴とし 指摘で る和文修行 成果でも 翻刻 際 、読みやすさを考慮し、句点・濁点を加えた。歌 前後を一字空け歌記号「〽」を追記してい 。書誌的事項を略記するならば「邦光社歌会記」一
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ばもしさはる事の出来もやせんとお ひわ らひけるを しも村瀬澹ぬしとひ来ていへらく たび都の大歌会に此岐阜地 ともがらひと も得ゆかぬは口を などいへり。さて倶に豊嶋夏海ぬ とふ 例の道の上
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平也。松原ちかく見ゆる時おのが傍の乗合人を をり哥語 また翌の天けいかならんなどいひあへるにつけておもへらく二人の若人はわが国人の詞也。今ひとり老たる人の東京のつかさ人ならんとも考たり。忍びかね其名を尋ればおもひしにたがはず西美濃高須の人吉田利和 子利清ぬし今 とりは弟渡辺誠ぬしなり。扨こそかねて名はきゝたど初てあ れり ともに邦光社発起 なるも此舩中に名の ふこそちな れ。 ばらくありて利清ぬしこれにいませるは東京宮内省御歌係小出粲大人な とすなはち引あはされぬ。おのれも京 る垣衣小屋の翁（山本注
 
尾崎





























し短ざくこれ翁の好にして邦光社のため大和錦の古裂の模様にたどられたる古雅にし いとよし るじは直に会場へ出られければおのれらは公園地なる博覧会場にも さるゝ新古蒐集会をみる。と 〴〵目もたゆき斗也。正午 号砲のひびきにおどろき建仁寺 往く。会場 よそひおごそ
かなり。けふ山階二品親王また内大臣三條実美公をりしも
御入洛中なりとて臨ませ給ひ院寮 入御な 。その外華族の面々都となく鄙となく老若男女打つどひ も広らかなる書院烈間掾側かけ 所せきまでこぞりあ るは大凡四百
名にあまりしと見わたされぬ。かくて宮三条公おのれらが
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